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はじめに

岩手県南沿岸部の五葉 111地域はホ ンシュウ ジカ

(Ceruvus nippon centra/is) (以下シカとする)の生息する

北|浪として知られている。高槻2)によると、江戸時代か

ら明治時代の末にかけては五葉山地域に多数のシカが

生息していたが、 明治時代末期から昭和20年代にかけて

シカは乱獲により著しく減少した。五葉山のシカが絶滅

に瀕したこ とに対して 1950年頃から岩手県により保護施

策がとられたことと造林施行による食糧供給量が増加し

たことにより、 シカの個体数は1960年頃から徐々にi司復

し始め、 1970年代以降は急増した2)。このころから五葉

山地域においてシカによる農林作物被害が報告されはじ

めた。その対策として個体数調整12)や防除柵を設けるな

どの対策といった、シカの保護管理計画が岩手県により

進められてき た。近年、釜石 ・遠野地域等沿岸北部への

シカ分布域の拡大という新たな問題も発生している1剖0

2001年度の三陸地域(大船渡i-Il、陸前高日刊7、{主回IlIJ、

三陸11IJ、遠野市、釜石市)における農林作物被害面積

は105.9ha、被害金額は38，130千円であった。1999年以降、

被害面積、被害金傾ともに;横這いであった。しかし被

害状況に関する調査は、被害金線算出のための数値的集

計のみに終始したものが多く、被害地の分布等の解析は

ほとんど報告されてこなかった。より効率的な被害対策

を考える には、 f皮害J也の分布を知Iるこ とが必要で、ある。

そこで本研究ではGISソフトをmし、てシカ による被害発
生地域の2次元分布を把握し、シカによる被害対策につ

いて考察した。

方法

大船渡市および釜石市が農家に対し行った被害アン

ケートおよび聞き取り誠査の結架から、 2001年度のシ

カによる農林作物の被害場所、被害イ乍物、被害而積、減

収率(釜石市のみ)を調査した。被害データを集落およ

び被害作物毎に集計した。被害作物l立野菜、水稲、穀類、

牧草、果樹、樹木に分類した。GISソフト (ES則社製

Arc View 8.2) を用い国土地週!院発行霊法{~在地図25000 (空

間データ基盤)大船渡市および釜石[11に、各集落の場所、

被害作物、被害面積、減収事をポイン トデータとして

入力した。各集落の被害面積およびj豊作物Jlx量の減収

率を5段階に分類し、地図上に示した。五葉山地域(五

葉山の標高1，000m以上の地域とした) から4km1iJ:の範囲

を設定し、各範簡における被筈作物タ}'JJl群の被害地点

剖合を算 出した。

結果

被害作物種は水稲、牧草に力Ilえてダイコン、 ニンジン、

ホウレンソウ、ジャガイモ、シイタケ等の野菜が22種

類、ダイズ、アズキ、 キピ等の穀類が65f:ill類、 ウメ、カキ、

リンゴ等の果樹が5種類、スギ、ヒノキ、クワ等の樹木

が9種類であった。被害地点数(集落数)は釜石市16地点、

大船渡市92地点、合計108地点であった。そのうち被害
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野菜では8km以遠の地帯で、穀類で、は4k:m以内と 16km以

シカ被害地点における農作物収図2

シカ被害発生地点および被害面積と五葉山からの距離

面積が記載された地点数は105地点であった。野菜、水

稲、 穀類、牧草、果樹、樹木に対する被害地点数は、 そ

図1

速の地帯で、果樹で=は4-8kmおよび12km以遠の地問:で、

平均値のl割増以上の高い割合を示した。

図2にi成収率を示 した。釜石市のみの結果であるが、

五葉山地域に近い地点ほど減収率が高いという傾向はな

かった。

れぞれ63地点、 60地点、37地点、 25地点、I1地点、30地

点、 15地点で、あった。被害地点のほと んどは標高200m

未満の農林作地であった。高標高部の被害地点は牧草被

害地、樹木被害地および高原野菜(ダイ コン)被害地で

あった。

察

本研究では主に被害面積を指標にシカ被害の評価を

行った。その結果、全被害面和の大きい地点は五葉山地

域に近い地点である傾向がうかがえた。しかし、各被害

地点における作物別作付け面積が不明であるため、被害

面積だけでは被害の強度は把握できない。本結果では五

葉山地域に近い高標高音1)の被害地点は牧草地、樹木地お

考被害地点および被害面積と五葉山からの距離を図lに

示した。被害面積の大きい地点は、五葉山地域に近い地

点、に多い傾向があった。

被害作物別の被害地点数および五葉山地域からの距離

別被害地点割合を表lに示した。平均では4-8km地帯

の被害割合が最も高かった。野菜、樹木では8-12km地

点で最も高かった。また、牧草では8凶 以内の地帯で、

水稲で1ま4-8kmの地帯で、樹木では8-16kmの地情で、

被害作物別の被害地点数および五葉山地織からの距離別被害地点割合
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よび高原野菜(ダイコン)栽培地という大面積耕作地で

あった。このことから、作付け面積に比例した被害であ

る可能性があり 、五葉山地域からの距離とシカ被害の強

度との問には関係がない可能性も捨てきれない。また、

牧草では五葉山地域から8km以内の地帯で、水稲では4

-8kmの地帯で、樹木では8-16kmの地帯で、野菜では

8km以遠の地帯で被害地点数が平均値より多 くなった。

これについても作物別作付け面積を把握した上での解析

が必要である。

シカの生息密度の高い五葉山地域6.9)に近接する被害

地の多くは牧草地であった。 牧場付近のシカは牧草をよ

く採食していた1)。また秋以降、シカが牧場に頻繁に侵

入 していることが示唆されている川。これらのことなど

から、 高槻7)はシカの増加の要因のうち、牧草地の造成

も非常に重要であると指摘している。さらに、大船渡地

域掻興局および釜石地方向局管内の牧場に加えて遠野地

方向局管内の牧場においてもシカの侵入が報告10)されて

いる。 今後、畜産関係者においてはシカによる牧草被害

防止対策のみにとどま らず、 シカの増加に牧草地が寄与

しないような対策についても考える必要がある。

シカによる被害対策はシカ之の生態に即した形で行え

ば、効率的と考えられる。シカの生態につながる形で被

害状況を把握するには、そこでシカがどれだけ摂食した

かを把握する必要がある。そのためには作物種毎の生育

ステージと摂食部位の乾物量の関係を調査する必要があ

る。被害調査の際に、現在の項目に加えて、生育ステー

ジもしくは被害時期、作物i個体あたりの被害割合も合

わせて調査することで、よりシカの生態に即した形での

被害状況が把握できる。当面、減収率という項目により、

ある程度シカ被害の強弱を推定することが次警の策と考

える。また、被害調査をより広範囲で、継続的に行うこ

とが必要である。本調査は大船渡市および釜石市のデー

タの解析であったが、被害発生市町村の周辺市町村での

取り総みも必要である。さらに、シカ生息密度3.4.6.9)や

狩猟数等の保護対策データと、被害データをリンクする

ことにより、新たな解析が可能となると考えられ、従来

の行政組織の枠を越えた連携が望まれる。

岩手沿戸手のシカによる被害の分布
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